
施策体系一覧と目標値 資料５

基本目標 重点施策 取組 内容 指標 平成３０年度　目標値

1
乳幼児期からの読書活動の
支援

乳幼児期に初めて本と出会うきっかけをつくるため、赤ちゃんと保護者が絵本を通して触れ合う「ブックスタート」など
の事業を行います。

ブックスタートパック配付人数（年間） ４２４人

2 家庭読書の支援 家庭での読書の機会を増やすため、年齢に応じた本の情報を提供し、本に親しみやすくします。 年齢別ブックリスト作成 小学生向け作成

3 地域の読書活動の支援 ボランティアが地域での活動の際に必要となる本をボランティア団体へ貸出し、地域の読書活動を支援します。 ボランティア団体への団体貸出（年間） １，８００冊

1 良質な図書の収集 専門的視点で司書が選定した良質な図書の収集を継続します。 中央図書館の小学生までの貸出冊数（年間） １３７，０００冊

2 声かけレファレンス 本をさがしている子ども（保護者含む）に司書から主体的に声をかけ、児童書のレファレンスサービスを強化します。
学校連携司書が中央図書館で実施
するレファレンス件数（年間）

８０件

3
中央図書館がより身近な存在となる事業
の企画

子どもたちの関心やニーズに合わせた本のテーマ展示や飾り付けなどの雰囲気作りをすることで、本への興味を促
し、中央図書館がより身近な存在となるように努めます。

テーマ展示回数（年間） １４回

4 図書ボランティアとの協働 読み聞かせや本の修理などの図書ボランティアを募集・育成・増員し、連携します。 ボランティア登録者数（年間） ８４人

5
児童書の魅力を保護者へ
伝えるための企画を実施

おはなし会の開催日数を増やし、図書館講座を始めとしたイベント等を企画します。 イベント等の実施回数（年間） ７５回

1 中央図書館からの図書貸出
中央図書館から児童館に団体貸出(児童館）をすることで、良質な本を提供し、読書のきっかけづくりをします。団体貸
出未実施の長久手西児童館、長久手市青少年児童センターへの提供を開始します。

児童館への団体貸出（児童館）
(全６館)

長久手西児童館の
リニューアル、
団体貸出開始

2 ボランティアによる読み聞かせ 読み聞かせに適した絵本を提供し、ボランティアによる児童館での読み聞かせをする体制を整えます。
児童館での読み聞かせをした館
（全６館）

ボランティア育成の方
法、しくみについて担当
課と協議する。

1
保護者などに読書活動の
大切さを周知

家庭における乳幼児期からの読み聞かせの意義を保護者を始めとする大人が理解し、親子で絵本に親しむため、園
児対象の年齢別のブックリストを配置します。

園児対象のブックリスト配置（全１９園）
１園で各１冊
乳幼児向けリストを
配布

2 読書と遊びを結びつけた取組
園での読み聞かせに、カルタなどのことば遊びの要素を入れた取り組みを充実させ、ふれ合いの中で楽しい体験がで
きるように支援します。
また、中央図書館からの団体貸出によって、読み聞かせに適した絵本を増やします。

園職員へ選書のための
レファレンス実施（全１９園）

２園

1 学校連携司書の派遣
中央図書館から小中学校へ学校連携司書を派遣し、司書教諭と協働して学校図書館を活性化させ、利用を促しま
す。学校連携司書の「１校につき１人の配置」を目指します。

学校連携司書の配置人数
１人増員の予算要
求事務

年間の調べ学習用等の貸出冊数
(小学校)

２，８００冊

年間の調べ学習用等の貸出冊数
(中学校)

１６０冊

年間の学校図書館の貸出冊数
(小学校)

１５１，０００冊

年間の学校図書館の貸出冊数
(中学校)

８，９００冊

１校あたりの年間のテーマ展示回数
（小学校）

小学校５回

１校あたりの年間のテーマ展示回数
（中学校）

中学校１回

1
家庭や地域での子どもの
読書活動の推進

2
中央図書館(家庭･地域）に
おける子どもの読書活動
の推進

3
児童館(地域）などにおけ
る子どもの読書活動の推
進

4
保育園・幼稚園（地域）に
おける子どもの読書活動
の推進

2 学校連携司書による調べ学習の補助
学校連携司書が教職員と連携し、調べ学習のための本を中央図書館の蔵書から選定し提供することで、子どもの学
習と教職員の授業を支援します。

3 学校連携司書による読書案内
学校連携司書が、読み聞かせやブックトークなどで、読書の楽しさを伝えます。また、子どもの読書相談に応じ、興味
や関心のある本を紹介します。さらに、学校のボランティアと協力し、朝読書や読み聞かせを実施し、学校図書館の貸
出冊数の増加を図ります。

4 学校連携司書による企画展示
学校連携司書が、学校図書館でテーマ展示などの企画展示をすることで、読書への興味を高めるきっかけづくりをし
ます。

１　家庭・地
域・学校など
における子ど
もの読書活動
の推進

5
学校における子どもの読
書活動の推進



基本目標 重点施策 取組 内容 指標 平成３０年度　目標値

1
子どもの発達段階に応じた読書環境づく
り

対象年齢に応じた本の整備を図り、子どもが自ら本を選ぶ楽しさを実感できる棚や、くつろいだ雰囲気の空間づくりを
するため、児童書コーナー全体を定期的に点検、調整します。

中央図書館の児童書コーナーの点検・調整（年
間）

２回

2
中高生向けの図書の充実、読書環境づ
くり

中高生向けの本を収集し、この世代用に特化した書棚をつくります。
中高生向け専用棚の図書貸出冊数
（年間）

６，２００冊

3 ホームページを通じた情報発信
ホームページで、本の紹介を始め、各種イベントの開催などの情報提供に努めます。
また、子ども向けページの充実を図ります。

年齢別の推薦本紹介ページの開設 小学生向け作成

4
障がいのある子どもへの
サービス

点字絵本やさわる絵本などを収集し、障がいを持つ子どもや保護者へ提供します。 障がい児向け図書の提供 １０冊

5
中央図書館からやや離れた地区に住む
子どもたちへの読書環境づくり

中央図書館からやや離れた地区に住む子どもの読書環境を向上させるために、団体貸出の拠点数を増やします。 中央図書館から団体貸出する拠点の数 １３箇所

1 児童館利用者への本の紹介 児童館に来館する子どもから保護者までを対象に、おすすめ本のブックリストなどを作成し、情報提供します。 年齢別ブックリストの配置 小学生向け作成

2 児童館図書室の環境整備
児童館図書室の本の配置やレイアウトの調整、新規に購入する本や除籍本の選定に中央図書館が協力をします。ま
た、司書が選定した本を中央図書館から団体貸出(児童館）をすることで、図書室の魅力を高めます。

本の配置などの点検・調整（年間） 各館と調整

1 園内の図書コーナーの整備
園の図書コーナーを充実するため、年齢に応じたおすすめ本のブックリストの提供や読み聞かせに適した絵本や地
域の民話などを中央図書館から紹介します。司書が図書コーナーづくりや絵本の選定に関するアドバイスをすること
で、園の職員を支援します。

選書の意見交換と支援の年間実施園数（全７園） １園

2 団体貸出登録 中央図書館の団体貸出カードを発行し、全ての園で活用するように周知し団体貸出を促します。
市内全ての園の団体登録数
（全１９園） １０園

学校図書館へ週４回訪問する学校数
(小学校６校)

学校図書館へ週４回訪問する学校数
(中学校３校)

2 中央図書館資料の学校への提供
中央図書館から学級文庫用として団体貸出（学校）をする冊数を増やすことで、良質な本を子どもの身近な場所へ提
供し、子どもの読書環境を充実させます。

団体貸出(学校)の冊数（年間） １１，４００冊

3
学校連携司書による中央図書館の行事
企画

学校連携司書が中央図書館で読み聞かせやブックトークなどのイベントを継続して開催することで、保護者を含めた
幅広い年齢層へ読書の楽しさを伝えます。

中央図書館でのイベント参加者数
（年間）

１４０人

4
学校図書館と中央図書館の
情報共有

学校連携司書が学校現場での実践を活かし、中央図書館利用者へ向けておすすめする本をホームページで紹介し
ます。学校と中央図書館の司書が互いに本の情報を共有し、選書などに役立てます。

学校連携司書が薦める本をホーム
ページで紹介する冊数（年間）

４冊

1
中央図書館のサービスの
充実

2
児童館の読書環境の整
備・充実

3
保育園・幼稚園の読書環
境の整備・充実

4
学校図書館と中央図書館
の連携体制の強化・充実

1 学校図書館の環境整備
学校図書館の本の配置やレイアウトの調整、本の選定に中央図書館が協力し、環境整備を図ることで、学校図書館
が子どもにとって魅力的な居場所となるよう雰囲気づくりを支援、アドバイスします。

平成３１年度増員
の予算要求事務

２　子どもの
読書環境の
整備・充実
（本の見やす
さ、対象別に
強化）



基本目標 重点施策 取組 内容 指標 平成３０年度　目標値

読書手帳の窓口配布数（年間） １７０枚

読書手帳の完了スタンプ数（年間） ５０個

2 「子ども読書の日」などの普及
「子ども読書の日」や「こどもの読書週間」などに合わせて読書に関するイベントや企画展示を開催し、参加者増加を
目指します。

「子ども読書の日」いちにちおはなし会参加者数
（年間）

１４０人

3 保護者への周知
中央図書館を始めとした各施設での読書活動の取組事例を保護者へ広く周知し、子どもの読書の機会を増やしま
す。

中央図書館のホームページで各施設で行われて
いる読書活動を紹介

５件

4
各施設で読み聞かせイベント
などの実施

中央図書館内外での読み聞かせイベントなどを通し、読書の大切さを広めるよう広報に努めます。
おはなし会などの読み聞かせイベント
　参加者数（年間）

３，９００人

2 各種情報の収集・提供 1 図書情報などの収集・提供 子どもの読書活動に関連するニュースを提供することで、子どもの読書活動を幅広く推進します。
閲覧室等へ随時、子ども読書に関わる情報を掲
示する件数（年間）

１件

3 優れた取組の紹介 1
図書ボランティアなどの活動
を紹介

図書ボランティアなどの活動を紹介、奨励することで図書ボランティア活動の活性化、生きがいづくりにつなげます。
中央図書館のホームページで図書ボランティアの
活動状況を掲載

１種

1 普及活動の充実

1 読書手帳の普及 読書履歴を残すことで、楽しみながら読書意欲を高めるため、読書手帳の普及に努めます。

３　子どもの
読書活動に
関する理解と
関心の普及
（広く周知し、
興味を集め
る）


